
決算報告書

第８期

自 令和元年 6月 1日
至 令和 ２年 5月31日

特定非営利活動法人 アクセプションズ
東京都江東区白河３丁目１２番１－１１０１号



法人名： 特定非営利活動法人アクセプションズ

貸借対照表
2020　年　5　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 4,389,099

流動資産合計 4,389,099

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 4,389,099

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

流動負債合計 0

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 2,363,467

当期正味財産増減額 2,025,632

正味財産合計 4,389,099

負債及び正味財産合計 4,389,099



法人名： 特定非営利活動法人アクセプションズ

財産目録
2020　年　5　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

ジャパンネット（法人） 4,285,973

ジャパンネット（法人）1 103,126

流動資産合計 4,389,099

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 4,389,099

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

流動負債合計 0

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 0

正味財産 4,389,099



法人名： 特定非営利活動法人アクセプションズ

活動計算書
2019　年　6　月　1　日　から　2020　年　5　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 67,000

賛助会員受取会費 87,000 154,000

2. 受取寄附金

受取寄附金 1,981,680 1,981,680

3. 事業収益

行事参加会費収益 878,133

物品販売収益 26,514 904,647

4. その他収益

受取利息 26 26

　　経常収益計 3,040,353

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 194,500

謝金 85,000

印刷製本費 12,610

会議費 54,464

旅費交通費 31,750

通信運搬費 46,638

消耗品費 41,528

賃借料 392,700

保険料 1,680

支払手数料 1,524

広告宣伝費 25,377

その他経費計 887,771

事業費計 887,771

2. 管理費

（1）人件費

広告宣伝費 1,320

人件費計 1,320

（2）その他経費

印刷製本費 6,180

消耗品費 105,770

支払手数料 16,730

その他経費計 128,680

管理費計 130,000

　　経常費用計 1,017,771

当期経常増減額 2,022,582

III 経常外収益

過年度損益修正益 3,050

経常外収益計 3,050

 　　　 当期正味財産増減額 2,025,632

前期繰越正味財産額 2,363,467

 　　 次期繰越正味財産額 4,389,099



財務諸表の注記

1. 重要な会計方針

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 消費税等の会計処理

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

3. 施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳

金　　額

0

4. 活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

金　　額

0

(単位：円)

内　　容 算　　定　　根　　拠

該当なし

活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の状況は以下の通りです。

ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

施設の提供等の物的サービスの受入れの状況は以下の通りです。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

貸倒引当金は、過去の実績、および滞留状況を基準に計上しています。

棚卸資産は低価法により評価しています。原価は平均法により算出しています。

棚卸資産の評価方法

貸倒引当金の計上基準

(単位：円)

内　　容 算　　定　　根　　拠

該当なし



5.

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

0

0

0

0

合　　計 0 0 0 0

6.

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

　 0 0

0 0

　 0 0

　 0 0

合　　計 0 0 0 0 0 0

7.

科　目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

0

0

0

8. 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位：円)

科　目
財務諸表に
計上された金額

内、役員
との取引

内、近親者及び
支配法人等
との取引

合　計 0 0 0

該当なし

内　　容 備　　　考

該当なし

Ｃ基金事業用預金

借入金の増減内訳

借入金の増減は以下の通りです。

(単位：円)

該当なし

投資その他の資産

固定資産の増減内訳

固定資産の増減は以下の通りです。

(単位：円)

科　　目

有形固定資産

車両運搬費

ソフトウエア

無形固定資産

工具器具備品

使途等が制約された寄付等の内訳
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。

(単位：円)


